
オンライン授業科⽬の卒業要件単位数上限に関することについては「学⼠課程ガイドブ 
ック 2025」で以下のとおり案内しております。ここでは、オンライン授業科⽬の修得単位
数等の CELS での確認⽅法についてご案内します。

（学⼠課程ガイドブック 2025 より）

オンライン授業科目の卒業要件単位数上限について

オンライン授業科⽬については、学⼠課程において卒業要件に算⼊できる単位数の上限
が 60 単位までと法令で定められています。

本学で 2024 年度以降に履修するオンライン授業科⽬については学⼠課程において卒業要
件に算⼊できる単位数が 60 単位までとなります。（2023 年度までに履修したオンライン授
業については、コロナ禍の特例措置により全て対⾯授業を⾏ったものとして取扱います。） 

オンライン授業科⽬について 60 単位を超えて履修することは可能ですが、卒業要件に算
⼊できる単位数が 60 単位までとなることを特に注意する必要があります。

各授業科⽬の授業開講形態はシラバスで確認ができます。
開講形態の頭に【対】と付いている科⽬は法令上の対⾯授業科⽬として扱われます。頭に

【オ】と付いている科⽬は法令上のオンライン授業科⽬として扱われます。対⾯とオンライ
ンを併⽤する授業については、授業の半数以上を対⾯で実施するものであれば法令上は【対】
として扱われることとなります。

各⾃のオンライン授業科⽬の修得単位数等の情報を CELS で確認できます。このことに
ついては CELS ダウンロードセンターに案内を掲⽰しています。

標準的なカリキュラム構成においては個々の学⽣のオンライン授業による修得単位数が
容易に 60 単位に到達することのないよう引き続き調整される予定ですが、個々の学⽣の状
況は履修選択⾏動によって異なってくることが想定されます。卒業要件に算⼊できる単位
数が 60 単位であることを踏まえて、適切な履修計画を⽴ててください。



オンライン授業科目の修得単位数等の CELS での確認方法について

（１）各授業科⽬の開講形態の確認
2025 年度の各授業科⽬の開講形態は以下の通りに分類されます。
①【対】対⾯授業
②【オ】オンデマンド配信授業
③【オ】ライブ配信授業
④【対】対⾯・オンデマンド配信併⽤ A（対⾯が総時間数の半数以上）
⑤【オ】対⾯・オンデマンド配信併⽤ B（オンデマンド配信が総時間数の半数以上）
⑥【オ】オンデマンド配信・ライブ配信併⽤
⑦【オ】ハイフレックス型（対⾯・ライブ配信を同時に実施し受講形態を学⽣が選択、

詳細はシラバス参照）

開講形態の頭に【対】と付いている科⽬は法令上の対⾯授業科⽬として扱われます。
頭に【オ】と付いている科⽬は法令上のオンライン授業科⽬として扱われます。

各授業科⽬の開講形態は、まずはシラバスでご確認下さい。
また「履修情報」や「(WEB 抽選の)事前登録」等の各ページで、各授業科⽬の法令上の
開講形態である【対】【オ】が表⽰されていますので、合わせてご確認下さい。



（２）オンライン科⽬の修得単位数の確認 
「単位修得状況照会」ページで、修得済みのオンライン科⽬単位数の合計が確認できま
す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（３）オンライン科⽬の履修登録状況の確認 
「履修登録・登録状況照会」ページで 

① 修得済の【オ】単位数 
② 卒業要件に算⼊可能な【オ】単位数の残り単位数（60−①） 
③ 修得⾒込み【オ】単位数 
④ ③を全て修得した場合の卒業要件に算⼊可能な【オ】単位数の残り単位数（②−③） 

が確認できます。 
 

 

 
 
 
 
 



（４）⾃⼰判定への反映 
「⾃⼰判定」ページでは、修得済単位数、履修中単位数については、そのうちオンライ
ン科⽬の単位数を()に内数で表⽰しています。 
⼀⽅で、オンライン科⽬の単位数を、判定⽤単位数、不⾜単位数に反映させることが出
来ません。したがって※本⾃⼰判定では、オンライン科⽬ 60 単位上限を考慮した判定
は⾏っておりません。オンライン科⽬の修得単位数が 60 単位を超えている場合は、本
⾃⼰判定の判定結果の表⽰によらず卒業判定結果が不合格となる場合がありますので注
意してください。 
 

 


